
謹賀新年
旅行産業と地域振興の発展に邁進します。
本年もよろしくお願い申し上げます。

あけましておめでとうございます。今年の夏には、いよいよ、リオデジャネイロで2020年のオリンピック・パラリンピックの
開催地として“TOKYO”にバトンが渡されます。国内でも「北海道新幹線開業」「伊勢志摩サミット開催」や「長﨑の教
会群とキリスト教関連遺産」の世界遺産登録に向けた動きなど、注目のトピックスが目白押しです。新しい年を迎えて、
JATAの各支部長に抱負を語っていただきました。

　

昨
年
5
月
に

実
施
さ
れ
た「
日

中
観
光
文
化
交

流
団
」に
よ
る
訪

中
で
は
、日
本
か

ら
北
京
に
約
3
0
0
0
人
が
訪
れ
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。北
海
道
か
ら
は
、全
国
の
都
道
府
県

の
中
で
は
最
多
の
参
加
者
が
訪
中
し
、〝
オ
ー
ル

北
海
道
〞の
意
気
込
み
を
示
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。ま
た
、11
月
に
は
、ジ
ャ
カ
ル
タ
で「
日
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
交
流
の
夕
べ
」が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、海
外

旅
行
の
需
要
喚
起
に
向
け
て
積
極
的
に
行
動
し

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。訪
日
旅
行
関
連
で
は
、「
ア

ジ
ア
の
宝 

悠
久
の
自
然
美
への
道 

ひ
が
し
北・海・

道
」が
観
光
庁
に
よ
る
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
形

成
促
進
事
業
の
認
定
を
受
け
る
と
い
う
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
2
0
1
6
年
は
、何
と
言
って
も
3
月
26

日
の「
北
海
道
新
幹
線
開
業
」と
い
う
ビッ
ク
イ
ベ

ン
ト
が
控
え
て
い
ま
す
。

　
ツ
ー
ウェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
し
て
旅
行
需

要
を
創
出
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
、北
海
道
新
幹

線
に
よ
る
更
な
る
需
要
喚
起
、訪
日
旅
行
の
取
り

扱
い
拡
大
、そ
し
て
、社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
本

部
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
、業
界
発
展
と

地
位
向
上
に
向
け
て
地
域
の
観
光
振
興
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
役
員

改
選
期
と
な
り
、

新
た
な
体
制
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。支
部
委

員
会
体
制
も
見
直
し
、海
外
旅
行
委
員
会
に
属

し
て
い
た
イ
ンバ
ウ
ン
ド
関
連
部
門
を
、新
た
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会
と
し
て
独
立
さ
せ
、国
内・海

外・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
3
つ
の
委
員
会
活
動
と

し
て
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

貸
切
バ
ス
制
度
改
定
後
の
課
題
を
集
約
し
た

関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
会
、仙
台
空
港
オ
ン
ラ

イ
ン
キ
ャ
リ
ア
と
の
意
見
交
換
会
、訪
日
外
国
人

に
東
北
へ
来
て
い
た
だ
く
た
め
東
北
観
光
推
進
機

構
が
進
め
る
広
域
観
光
ル
ー
ト
構
築
への
協
力
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
仙
台

空
港
の
完
全
民
営
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、J
A
T
A
東
北
支
部
の
活
動

を
ア
ピ
ー
ル
し
、旅
行
業
界
の
発
展
と
地
位
の
向

上
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、急
伸
し
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
、

3
月
に
開
通
し
た
北
陸
新
幹
線
な
ど
、明
る
い
話

題
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、そ
の

一
方
で
、長
引
く

円
安
や
11
月
に

発
生
し
た
フ
ラ

ン
ス・パ
リ
で
の
同
時
テ
ロ
事
件
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、海
外
旅
行
に
暗
い
影
が
差
し
た
1
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
3
月
の「
北
海
道
新
幹
線
開
業
」な
ど

の
明
る
い
話
題
も
控
え
て
い
ま
す
が
、先
行
き
の

不
透
明
感
は
否
め
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　

厳
し
い
環
境
が
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、関

東
支
部
で
は
今
年
も
、関
東
運
輸
局
、北
陸
信
越

運
輸
局
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
行
政
や
観
光
業

界
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、貸
切
バス
新
運
賃
料

金
制
度
改
定
に
伴
う
地
方
観
光
地
への
送
客
減

か
ら
の
回
復
、広
域
連
携
に
よ
る
イ
ンバ
ウ
ン
ド
需

要
の
都
市
部
か
ら
地
方
への
分
散
な
ど
、喫
緊
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、現
場
に
軸
足
を
置

き
、観
光
業
界
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

2
0
1
6
年

は
5
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る「
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
」の
開
催
や
、エ

ア
ア
ジ
ア・ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
中
部
国
際
空
港
を
拠

北
海
道
新
幹
線
開
業
を

需
要
喚
起
の
更
な
る
起
爆
剤
に

北
海
道
支
部

　池
田

浩 

支
部
長

仙
台
空
港
の
完
全
民
営
化
を
契
機
に

業
界
の
発
展
と
地
位
向
上
を
図
る

東
北
支
部

　野
崎
佳
政 

支
部
長

行
政
や
観
光
業
界
と
の
連
携
強
化
で

喫
緊
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

関
東
支
部

　大
澤
裕
一 

支
部
長

２
０
１
６
年
は
中
部
の
年

観
光
振
興
と
地
域
振
興
に
邁
進

中
部
支
部

　松
本

博 

支
部
長



謹賀新年
支部長より新年のご挨拶

点
と
し
た
国
内
線
と
国
際
線
で
の
運
行
開
始
な

ど
が
控
え
、中
部
地
域
に
とって
は
、大
き
な
転
換

の
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、5
年
目
を
迎
え
る「
昇
龍
道
プ
ロ
ジェク

ト
」の
定
着
に
伴
って
、静
岡
の「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産 
韮
山
反
射
炉
」「
富
士
山
」、岐
阜・

富
山
の「
白
川
郷・五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
」、

三
重
の「
熊
野
古
道
」な
ど
中
部
地
域
に
お
け
る

世
界
遺
産
への
注
目
度
が
高
ま
って
く
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
部
支
部
と
し
て
は
、会
員
の
皆
様
と
共
に
相

互
交
流
を
深
め
つつ
、観
光
振
興
と
地
域
振
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、国

宝
・
姫
路
城
の

「
大
天
守
保

存
修
理
事
業
」

完
了
、高
野
山
の

「
開
創
1
2
0
0
年
記
念
大
法
会
」執
行
と
いっ

た
文
化
イ
ベン
ト
に
加
え
、関
西
国
際
空
港
を
利

用
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
大
幅
な
増
加
、

和
歌
山
国
体
の
開
催
な
ど
、「
関
西
着
」の
旅
行

が
注
目
さ
れ
た
1
年
で
し
た
。

　

本
年
2
0
1
6
年
は
、そ
の「
着
」に
加
え
て

「
関
西
発
」を
よ
り
一層
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

関
西
国
際
空
港
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
機

関
･
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、新
た
な
旅
行
需
要

の
創
出
、地
域
の
活
性
化
、人
材
育
成
、社
会
貢

献
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、会
員
の
皆
様
と
と
も

に
支
部
活
動
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、観

光
庁
の
新
た
な

広
域
観
光
周
遊

ル
ー
ト
と
し
て

「
せ
と
う
ち・海

の
道
」と「
ス
ピ
リ
チュア
ル
な
島
〜
四
国
遍
路
〜
」

の
2
つ
が
認
定
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、松
江
城
天

守
の
国
宝
への
正
式
指
定
、萩
反
射
炉
や
松
下
村

塾
な
ど
萩
の
5
資
産
を
含
む「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」の
世
界
文
化
遺
産
登
録
な
ど
、話
題

の
多
い
1
年
で
し
た
。

　

今
年
も
引
き
続
き
、当
地
区
で「
晴
れ
の
国
お

か
や
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」（
4

〜
6
月
）の
実
施
や「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」（
3

〜
11
月
）の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、急
増
す

る
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
含
め
た
内
外
か
ら

の
誘
客
を
通
じ
て
、地
域
の
観
光
振
興
に
貢
献
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

支
部
活
動
に
お
い
て
は
、業
界
の
プ
レ
ゼ
ンス
向

上
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
への
正
対
、地
区
委
員
会

活
動
の
強
化
、観
光
人
財
育
成
の
推
進
な
ど
に
よ

り
、国
や
地
域
行
政
の〝
観
光
〞と〝
J
A
T
A
〞

に
対
す
る
期
待
に
応
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、官
営

八
幡
製
鐵
所
関

連
施
設
、端
島
炭

鉱（
通
称「
軍
艦

島
」）、三
重
津
海

軍
所
跡
、三
池
炭
鉱
万
田
坑
、旧
集
成
館（
反
射

炉
跡・機
械
工
場・旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館
）な

ど
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」の
う
ち
九

州
内
で
16
も
の
施
設
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、本
年
も
、順
調
に
い
け
ば「
長
﨑
の
教
会

群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」の
世
界
遺
産
登
録

も
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、秋
に
は
長
﨑
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
ション
キ
ャンペ
ー
ン（
D
C
）も
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

外
客
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
は
、九
州
各

港
で
さ
ら
に
拡
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、九
州
ク

ル
ー
ズ
振
興
協
議
会
への
協
力
な
ど
を
通
じ
、受

入
環
境
整
備
に
も
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
、好
調
な
イ
ンバ
ウ
ン
ド
の
更
な
る
取
り
扱
い
拡

大
の
た
め
、良
質
な
受
入
体
制
づ
く
り
も
行って
い

く
所
存
で
す
。

　

さ
ら
に
、〝
O
N
S
E
N 

I
S
L
A
N
D 

K
Y
U
S
H
U
〞の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
への
協
力

や
、若
年
層
の
海
外
旅
行
拡
大
な
ど
、会
員
相
互

の
連
携
に
よ
り「
元
気
な
九
州
づ
く
り
」に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
相
互
の
連
携
に
よ
り

「
元
気
な
九
州
づ
く
り
」に
取
り
組
む

九
州
支
部

　中
津

功 

支
部
長

　

「
関
西
発
」の
盛
り
上
げ
に

取
り
組
む
１
年

関
西
支
部

　光
山
清
秀 

支
部
長

大
型
イ
ベ
ン
ト
開
催
契
機
に

内
外
か
ら
の
誘
客
を
積
極
的
に
図
る

中
四
国
支
部

　大
小
田
博
之 

支
部
長

　

2
0
1
5
年

は
沖
縄
支
部
に

お
い
て
、堅
調
な

国
内
旅
行
に
加

え
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
大
幅
な
増
加
で
旅
行・観
光
と
も
順
調
に

推
移
し
ま
し
た
。一方
、宿
泊
施
設
や
貸
切
バ
ス
の

供
給
不
足
に
加
え
、非
合
法
な
民
泊
や
悪
質
な

免
税
店
等
、課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
つつ
あ

り
ま
す
。沖
縄
観
光
の
健
全
な
発
展
に
向
け
、

J
A
T
A
の
役
割
が
大
き
く
な
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
は
10
月
に「
第
6
回
世
界
の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チュ
大
会
」が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、世
界

の
沖
縄
県
系
人
が
母
県
に
参
集
し
交
流
を
深
め

ま
す
。

　
沖
縄
は
地
理
的
に
東
南
ア
ジ
ア
と
本
土
を
つ
な

ぐ
日
本
の
玄
関
口
と
し
て
歴
史
的
に
発
展
し
て

き
ま
し
た
が
、明
治
以
降
は
積
極
的
に
海
外
移
民

を
送
り
出
し
、今
日
で
は
ハワ
イ
、南
米
を
中
心
に

60
万
人
の
県
系
人
が
海
外
で
活
躍
し
今
年
の
ウ

チ
ナ
ー
ン
チュ大
会
に
集
う
の
で
す
。

　

県
の
掲
げ
る「
世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目

指
す
」を
更
に
進
化
さ
せ
て
国
際
交
流
拠
点
と
な

る
よ
う
、本
年
も
行
政
や
関
係
団
体
と
連
携・協

力
し
、会
員
企
業
の
発
展
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
地
」へ

さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
す

沖
縄
支
部

　東

　良
和 

支
部
長


